
四
、
東
京

前
二
節
に
お
い
て
、
英
米
両
国
で
の
初
期
の
総
合
健
診
活
動
に
つ
い
て
略
述
し
た
。
本
節
で
は
、
日
本
独
自
の
総
合
健
診
で
あ
る
人
間
ド
ッ

ク
に
つ
い
て
、
そ
の
前
史
、
発
足
、
呼
称
の
順
に
記
述
し
、
多
少
の
考
察
を
混
じ
え
る
こ
と
と
す
る
。

１
人
間
ド
ヅ
ク
の
前
史
人
間
ド
ッ
ク
が
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
発
足
し
た
の
は
、
一
九
五
四
年
（
昭
和
調
年
）
七
月
、
国
立
東
京

第
一
病
院
（
現
・
国
立
病
院
医
療
セ
ン
タ
ー
）
に
お
い
て
、
当
時
の
坂
口
康
蔵
院
長
と
そ
の
一
門
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

（
配
）
Ｉ
（
妬
）

当
事
者
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
た
初
期
の
人
間
ド
ッ
ク
活
動
に
関
す
る
論
文
そ
の
他
の
記
録
の
中
に
は
、
太
平
洋
戦
争
以
前
の
時
期
に
、
同
じ
性

格
の
活
動
が
試
行
的
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
時
期
は
昭
和
通
年
と
さ
れ
て
、
そ
の
ま
ま
に
引
用
さ
れ
て
き
た
。

昭
和
過
年
（
一
九
三
八
）
当
時
、
坂
口
康
蔵
博
士
は
東
京
帝
国
大
学
の
内
科
の
教
授
（
第
三
内
科
、
在
任
一
九
三
四
’
四
六
）
で
あ
り
、
付
属
医

院
長
を
兼
任
し
て
い
た
。
前
記
の
記
録
類
に
よ
る
と
、
当
時
代
議
士
で
あ
っ
た
俵
孫
、
一
、
桜
内
幸
雄
の
両
氏
が
坂
口
内
科
に
入
院
し
て
、
人
間

ド
ッ
ク
的
な
諸
検
査
を
受
け
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
記
録
に
接
し
て
以
来
、
筆
者
は
そ
の
際
の
両
政
治
家
の
入
院
期
間
に
、
ど
の
よ
う
な
検
査
が
行
な
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な
成
績
が
得

総
合
健
診
淵
源
史
一
下
）

ｌ
ロ
ン
ド
ン
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
東
京
Ｉ

岬
稚
纒
蓉
壁
罐
確
罎
一
註
轄
塞
病
昭
和
六
十
年
五
月
三
十
日
受
付

三
輪
卓
爾
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ら
れ
た
の
か
、
と
い
う
点
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
た
ま
た
ま
、
筆
者
は
学
生
時
代
に
坂
口
教
授
の
臨
床
講
義
を
聴
い
た
一
人
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
同
教
授
の
定
年
退
職
後
を
襲
っ
た
沖
中
重
雄
教
授
（
呉
建
教
授
ｌ
第
二
内
科
ｌ
の
高
弟
）
の
教
室
の
出
身
で
あ
る
た
め
、
戦

前
の
坂
口
内
科
時
代
の
入
院
病
歴
が
、
教
室
と
離
れ
た
病
院
内
の
一
室
に
ほ
と
ん
ど
顧
染
ら
れ
る
こ
と
な
く
保
管
さ
れ
て
い
る
事
実
を
知
っ
て

い
た
。
そ
こ
で
一
九
七
六
年
の
春
、
教
室
の
病
歴
係
の
了
解
の
も
と
に
、
約
四
○
年
前
の
病
歴
探
し
を
試
み
た
が
、
索
引
カ
ー
ド
が
失
わ
れ

て
い
た
た
め
、
年
度
別
・
退
院
時
診
断
名
別
に
製
本
さ
れ
た
病
歴
の
一
九
三
八
年
分
を
残
ら
ず
探
し
た
が
、
両
氏
の
記
録
は
見
出
せ
な
か
つ

こ
う
し
て
見
る
こ
と
の
で
き
た
原
病
歴
に
よ
る
と
、
俵
孫
一
氏
の
入
院
は
昭
和
理
年
５
月
調
日
か
ら
６
月
４
日
ま
で
の
七
日
間
、
桜
内
幸
雄

氏
の
入
院
は
同
年
６
月
５
日
か
ら
理
日
ま
で
の
八
日
間
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
当
時
坂
口
内
科
の
一
等
病
室
の
一
つ
で
あ
る
十
一
号
室
の
受
持
医

が
、
両
氏
に
共
通
し
て
教
室
員
の
戸
塚
忠
政
医
師
（
現
・
信
州
大
学
名
誉
教
授
）
で
あ
っ
た
こ
と
も
判
明
し
た
が
、
こ
の
病
歴
を
見
て
ゆ
く
に
つ

れ
て
、
両
氏
の
入
院
が
昭
和
鵡
年
で
な
く
狸
年
で
あ
っ
た
事
実
が
、
臨
床
医
学
と
政
治
と
の
関
係
と
い
う
古
く
て
し
か
も
新
し
い
問
題
に
関
し

て
、
若
干
の
照
明
を
与
え
る
特
別
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
、
し
だ
い
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
本
節
の
記
述
の
一
部
が
、
本
来
の
主

題
か
ら
言
っ
て
、
や
や
脇
道
に
及
ぶ
観
を
呈
す
る
の
は
、
そ
の
辺
り
に
も
幾
分
触
れ
て
置
き
た
い
と
思
っ
た
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
両
氏
の
疾

（
”
）
（
躯
）

病
歴
や
死
因
等
は
、
新
聞
記
事
や
没
後
刊
行
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
記
的
資
料
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
に
は
小
文
の
記
述
に
必
要

な
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
上
記
病
歴
の
内
容
に
も
、
史
実
と
し
て
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。

し
か
し
、
記
載
に
一
両
年
程
度
の
ず
れ
の
あ
る
可
能
性
に
思
い
及
ん
だ
の
で
、
後
日
再
訪
し
て
、
前
後
の
年
度
の
カ
ル
テ
を
探
索
し
た
結

果
、
一
九
三
八
年
で
は
な
く
、
三
七
年
分
の
、
「
慢
性
腎
炎
」
に
分
類
さ
れ
た
合
冊
の
中
の
一
つ
に
桜
内
氏
の
病
歴
を
、
ま
た
同
年
の
「
糖
尿

病
」
と
い
う
多
数
の
合
冊
の
一
つ
に
俵
氏
の
そ
れ
を
捜
し
当
て
る
こ
と
が
で
き
た
（
こ
の
誤
り
は
、
戦
後
の
当
事
者
に
よ
る
論
文
執
筆
時
、
手
も
と

に
病
歴
が
な
く
、
し
か
も
初
期
の
人
間
ド
ッ
ク
関
係
者
の
多
く
が
、
昭
和
皿
年
代
に
は
軍
医
と
し
て
の
応
召
期
間
が
長
か
っ
た
た
め
、
間
接
的
な
見
聞
や
記
憶

に
も
と
づ
く
記
載
が
混
入
し
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
）
。

太
一
Ｏ

ワ
ス
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病
歴
の
既
往
症
欄
の
記
載
に
従
え
ば
、
俵
氏
の
場
合
は
、
す
で
に
三
五
年
前
の
渡
鮮
（
朝
鮮
総
督
府
臨
時
土
地
調
査
局
副
総
裁
と
し
て
）
に
さ
き

が
け
て
青
山
胤
通
教
授
（
一
八
五
九
’
一
九
一
七
）
の
診
断
を
受
け
、
そ
の
五
年
後
に
は
青
山
内
科
（
こ
の
教
室
は
の
ち
稲
田
内
科
・
坂
口
内
科
と
続

く
）
に
入
院
し
て
、
糖
尿
病
に
対
す
る
食
事
制
限
を
指
示
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
両
三
年
来
は
順
天
堂
大
学
の
東
俊
郎
博
士
の
指
導
投
薬
を
受
け

が
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
両
氏
と
も
島
根
県
出
身
の
民
政
党
の
大
物
代
議
士
で
、
相
次
い
で
商
工
相
を
歴
任
し
た
点
で
も
共
通
し
た
履
歴
の
持
ち
主
で
あ

り
、
問
題
の
昭
和
哩
年
に
は
、
５
月
７
日
に
揃
っ
て
党
の
常
任
顧
問
に
推
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
出
身
地
（
桜
内
氏
は
本
籍
地

を
東
京
に
移
し
て
い
た
が
）
、
所
属
政
党
、
閣
僚
歴
を
含
む
経
歴
上
の
親
し
さ
が
、
踵
を
接
し
て
の
入
院
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
疑

こ
こ
で
こ
の
入
院
の
背
景
を
解
明
す
る
た
め
に
、
両
氏
の
経
歴
の
一
部
を
簡
略
に
述
べ
て
置
く
必
要
を
感
ず
る
が
、
俵
孫
一
氏
（
一
八
六
九
’

一
九
四
四
）
は
島
根
県
出
身
で
東
大
卒
業
後
官
界
に
入
り
、
知
事
等
を
歴
任
後
、
憲
政
会
や
そ
の
後
身
の
立
憲
民
政
党
か
ら
立
候
補
し
て
、
大

正
田
年
（
一
九
二
四
）
以
後
衆
議
院
議
員
に
当
選
（
計
六
回
）
し
、
党
の
幹
事
長
か
ら
浜
口
内
閣
の
商
工
相
（
昭
和
４
年
７
月
１
６
年
４
月
）
と
な

り
、
辞
任
後
も
党
総
務
・
政
調
会
長
な
ど
を
つ
と
め
て
、
党
内
の
長
老
格
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
桜
内
幸
雄
氏
（
一
八
八
○
－
一
九
四
七
）
は
や
は
り
島
根
県
出
身
で
あ
る
が
、
俵
氏
と
異
な
り
、
少
年
時
代
か
ら
苦
学
力
行
を
重
ね

（
東
京
専
門
学
校
中
退
）
、
新
聞
記
者
を
経
て
、
鉄
道
・
電
燈
・
電
力
業
界
か
ら
政
界
に
入
っ
て
大
正
９
年
（
一
九
二
○
）
以
後
衆
議
院
議
員
（
当

選
八
回
）
、
政
友
本
党
か
ら
民
政
党
の
初
代
幹
事
長
・
総
務
に
任
じ
、
第
二
次
若
槻
内
閣
の
商
工
大
臣
（
昭
和
６
年
４
月
Ｉ
廻
月
）
と
し
て
の
閣
僚

歴
を
持
っ
て
い
た
。

さ
て
、
前
二
節
で
も
明
ら
か
な
と
お
り
、
英
米
両
国
で
発
達
し
た
総
合
健
診
で
は
、
入
院
し
て
の
健
診
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
形
跡
は
な

い
。
こ
れ
に
反
し
て
、
日
本
の
人
間
ド
ッ
ク
で
は
現
在
に
至
る
ま
で
入
院
健
診
を
行
な
う
も
の
が
多
い
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
以
上
の
点
に
関
連
し
て
、
昭
和
皿
年
の
両
氏
の
入
院
が
ど
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
点
を
、
ま
ず
検
討
し
て
お
く
必
要

い
を
入
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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民
政
党
長
老
格
の
俵
・
桜
内
両
氏
は
、
こ
の
運
動
の
同
党
側
の
代
表
者
に
加
わ
っ
て
い
た
。
と
く
に
俵
氏
は
、
広
田
前
内
閣
当
時
に
町
田
忠

治
総
裁
が
見
せ
た
宥
和
の
画
策
に
反
発
し
、
今
回
は
常
盤
会
と
い
う
党
内
分
派
の
統
率
者
と
し
て
も
、
活
発
に
運
動
を
進
め
た
よ
う
で
あ
る
。

俵
氏
が
入
院
す
る
前
日
の
５
月
犯
日
に
は
、
倒
閣
運
動
は
頂
点
に
達
し
、
民
政
・
政
友
両
党
は
共
同
で
林
内
閣
の
即
時
退
陣
要
求
を
出
す
に
至

て
い
た
が
、
政
治
家
と
し
て
の
活
動
は
十
分
に
持
続
し
て
い
た
。
い
つ
ぽ
う
の
桜
内
氏
の
既
往
に
は
、
一
時
め
ま
い
が
あ
っ
た
と
い
う
見
逃
せ

な
い
記
載
は
あ
る
も
の
の
、
は
っ
き
り
し
た
疾
病
歴
は
な
か
っ
た
。
両
氏
の
既
往
歴
に
は
、
こ
う
し
た
明
瞭
な
相
違
が
あ
る
が
、
す
く
な
く
と

も
両
氏
と
も
に
慣
例
的
な
意
味
で
入
院
を
必
要
と
す
る
状
態
で
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
今
日
も
存
続
す
る
用
語
を
流
用
す
る
な
ら
ば
、

一
種
の
八
検
査
入
院
Ｖ
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

つ
ぎ
に
、
入
院
病
歴
の
爾
余
の
部
分
に
目
を
移
す
と
、
最
も
目
立
つ
の
は
、
俵
氏
入
院
期
間
の
前
半
部
分
に
限
っ
て
、
午
前
午
後
の
差
こ
そ

あ
る
が
連
日
、
検
査
の
合
間
を
縫
っ
て
、
坂
口
教
授
の
許
可
を
受
け
た
上
で
の
院
外
外
出
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
同
氏
入
院
の

後
半
や
桜
内
氏
の
全
入
院
期
間
に
一
度
の
外
出
も
な
い
こ
と
と
、
き
わ
立
っ
た
対
照
を
見
せ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
こ
の
奇
異
な
現
象
の
理
由

は
、
当
時
の
政
情
を
顧
象
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
糸
、
は
じ
め
て
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
表
１
略
年
表
参
照
）
。

五
・
一
五
事
件
（
昭
和
７
年
）
以
降
、
内
閣
首
班
は
す
で
に
政
党
人
の
手
を
離
れ
て
い
た
が
、
前
年
（
昭
和
ｎ
年
）
２
月
の
総
選
挙
で
民
政
党

は
第
一
党
と
な
り
、
直
後
に
発
生
し
た
二
・
二
六
事
件
後
、
組
閣
命
令
を
受
け
た
近
衛
文
麿
公
爵
が
健
康
上
の
事
由
で
辞
退
し
た
た
め
、
広
田

弘
毅
内
閣
が
成
立
し
た
。
同
内
閣
は
反
ソ
・
南
進
を
含
む
軍
拡
路
線
を
進
め
た
が
、
結
局
「
閣
内
不
一
致
」
で
翌
哩
年
１
月
桂
冠
し
、
宇
垣
一

成
内
閣
が
陸
軍
の
不
協
力
で
「
流
産
」
し
た
た
め
、
林
銑
十
郎
元
陸
相
が
２
月
２
日
に
、
政
党
人
を
排
除
し
た
内
閣
を
発
足
さ
せ
た
。
約
二
ヵ

月
後
の
い
わ
ゆ
る
「
食
い
逃
げ
解
散
」
強
行
を
受
け
た
４
月
末
の
総
選
挙
で
民
政
・
政
友
両
政
党
が
圧
勝
し
、
親
政
府
会
派
は
惨
敗
し
た
に
も

拘
ら
ず
、
林
首
相
は
な
お
も
居
坐
り
を
策
し
た
た
め
、
民
意
を
背
景
に
し
た
既
成
政
党
側
は
、
軍
人
内
閣
打
倒
に
向
け
て
提
携
を
強
め
、
空
前

の
（
そ
し
て
戦
前
と
し
て
は
絶
後
の
）
意
気
込
象
で
、
運
動
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
昭
和
吃
年
５
月
中
下
旬
の
日
本
の
政
情

で
あ
っ
た
。
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表1略年表
つ
嵩
朝

昭和11年（1936）

2月20日第19回総選挙，民政党第一党（205)，ついで政友会

（171)。

2月26日二・二六事件。

3月4日近衛文麿に組閣命令，健康事由で辞退。

3月9日広田弘毅内閣成立。

5月18日軍部大臣の現役制公布。

◎5月，古賀良彦レントケン間接撮影法発表。

◎内務省通達でメーデー中止，戦後に及ぶ。

。「旅愁」（利一)，「路傍の石」（有三）連戦”

昭和12年（1937）

1月23日広田内閣総辞職（寺内陸相と政党人閣瞭の不一致)。

1月29日宇垣一成内閣，「流産」に終る。

2月2日林銑十郎大将(元陸相)の内閣，政党人を排除成立。

3月31日衆議院解散（｢食逃げ解散｣)。

4月30日第20回総選挙。民政党（179)，政友会（175）勝利。
社会大衆党37°親政府会派惨敗。

5月28日民政・政友両党共同による林内閣即II寺退陣要求。

5月29日－6月4日俵孫一氏坂口内科入院

5月31日林内閣総辞職。

6月1日近衛文麿自宅で宮川米次教授の診察を受け，組閣
命令を受諾。

6月4日近衛内閣（第一次）成立。

6月5日－12日桜内幸雄氏坂口内科入院

7月7日蘆溝橋小:i'|:(日中戦争始まる)。

◎この年，第-l!』史化勲章授与。

6月4日フランスにL.ブルムの人民戦線内閣成立。

7月17日スペイン内乱始まる。

11月15日日独防共協定ベルリンで調印．

12月12日西安事件。

◎この年，アスコルビン酸合成。「生命の起源」（オパーリン)，

「風とともに去りい｣（ミッチェル)，「モダン．タイムズ」（チ

ャプリン)．

（
一
輪
私
再
【
）

ナチ空車スペインの町ケルニカを爆撃。

F.D.ルーズベルト大統領，米国中立法案に署椚。

英国でA.N.チコ:ソバレン内閣成立。米国でサンフ

ランシメコの金門橋開通。

フランスのブルム内l淵総辞職。

4月26日

5月1H

5月28日

6月21日

◎この年,TCA回路発見。ビタミン'A,K結晶化,B1合成。

パリ万国博に「ケルニカ」（ピカソ）。「オーケストラの少女」

（ストコフスキー，ダービン)。



さ
て
、
両
氏
の
込

症
な
い
し
中
等
症
（

発
見
さ
れ
て
い
る
。

俵
氏
入
院
の
第
三
日
、
さ
し
も
の
林
内
閣
も
、
つ
い
に
総
辞
職
し
た
。
翌
６
月
１
日
午
前
、
俵
氏
は
、
前
日
同
様
に
外
出
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
と
き
、
坂
口
教
授
と
は
別
の
、
い
ま
一
人
の
東
大
内
科
の
教
授
が
、
い
ま
一
人
の
政
治
家
を
診
察
す
る
目
的
で
、
そ
の
私
邸
に
向
か
う
予

（
鋤
）

定
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
、
俵
氏
は
お
そ
ら
く
知
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

別
人
の
政
治
家
と
は
当
時
貴
族
院
議
長
で
あ
っ
た
前
出
の
近
衛
公
爵
で
あ
り
、
東
大
内
科
教
授
と
は
、
長
男
文
隆
を
診
療
し
た
機
縁
か
ら
主

治
医
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
伝
染
病
研
究
所
内
科
の
宮
川
米
次
博
士
で
あ
っ
た
。
す
で
に
前
夜
、
上
野
の
別
宅
で
友
人
木
戸
幸
一
氏
の

説
得
を
受
け
て
い
た
近
衛
氏
は
、
こ
の
日
宮
川
教
授
の
診
察
後
、
組
閣
受
諾
を
表
明
し
、
結
局
近
衛
内
閣
（
第
一
次
）
は
６
月
４
日
に
成
立
す

る
こ
と
に
な
る
。
６
月
２
日
以
降
、
俵
氏
の
入
院
病
歴
か
ら
「
外
出
」
の
文
字
は
消
失
し
、
４
日
退
院
の
翌
日
か
ら
代
わ
っ
て
入
院
し
た
桜
内

氏
の
病
歴
に
も
、
八
日
間
一
度
も
外
出
の
形
跡
は
見
当
た
ら
な
い
。

か
く
て
政
権
は
、
結
局
政
党
政
治
家
の
手
に
は
戻
る
こ
と
な
く
、
以
後
既
成
政
党
の
勢
力
は
後
退
に
後
退
を
重
ね
て
、
昭
和
巧
年
８
月
の
民

政
党
を
最
後
に
解
党
し
尽
く
す
の
で
あ
る
が
、
政
党
人
が
活
動
の
合
間
に
週
日
を
割
い
て
、
入
院
の
上
健
康
診
断
を
受
け
、
な
す
と
こ
ろ
あ
ら

ん
と
図
る
に
は
、
ほ
と
ん
ど
最
後
と
も
い
う
、
へ
き
・
風
胃
巴
な
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
両
氏
の
入
院
か
ら
わ
ず
か
月
余
の
７
月
７
日
に
は
蘆

溝
橋
事
件
が
発
生
し
て
長
い
日
中
戦
争
に
突
入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
両
氏
の
検
査
成
績
に
つ
い
て
は
詳
述
す
る
こ
と
を
避
け
、
簡
約
し
て
表
示
す
る
に
止
め
る
（
表
２
）
。
す
な
わ
ち
、
俵
氏
は
既
知
の
軽

症
な
い
し
中
等
症
の
糖
尿
病
を
指
摘
さ
れ
た
だ
け
に
終
わ
っ
た
が
、
桜
内
氏
の
ほ
う
は
慢
性
腎
炎
（
高
血
圧
・
尿
所
見
）
と
胃
無
酸
症
を
新
規
に

っ
て
い
た
。
前
記
の
よ
う
に
俵
氏
が
入
院
後
も
連
日
院
外
外
出
を
し
て
い
た
の
が
、
単
独
も
し
く
は
桜
内
氏
と
相
携
え
て
、
引
き
つ
づ
き
退
陣

要
求
や
そ
の
後
の
対
応
に
向
け
て
、
諸
会
同
に
出
席
す
る
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
当
時
の
新
聞
記
事
と
の
対
比
で
明
確
に
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
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表2検査所見ツ
ク
の
略
で
あ
ろ
う
）
が
見
ら
れ
て
、
同
様
の
可
能
性
を
思
わ
せ
た
の
で
、
そ
の
こ
ろ
医
局
に
い
た
と
推
測
さ
れ
る
先
輩
へ
の
問
い
合
わ
せ
を
含

む
若
干
の
探
索
を
試
み
た
が
、
具
体
的
な
確
認
を
得
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

以
上
、
検
査
内
容
そ
の
他
に
制
約
は
見
ら
れ
る
に
せ
よ
、
人
間
ド
ッ
ク
の
前
史
と
呼
ぶ
に
値
す
る
試
み
が
、
戦
前
の
日
本
の
政
治
史
の
曲
り

’

’

こ
こ
で
両
氏
入
院
時
の
検
査
項
目
に
つ
い
て
言
え
ば
、
両
氏
と
も
当
時
の
内

科
入
院
患
者
に
対
す
る
恒
常
的
な
諸
検
査
（
理
学
検
査
・
血
圧
・
尿
尿
検
査
・
血

球
検
査
・
赤
沈
・
梅
毒
反
応
・
胸
部
し
線
検
査
等
）
の
ほ
か
は
、
必
要
に
応
じ
て
耐

糖
能
試
験
な
い
し
胃
液
検
査
・
心
電
図
検
査
等
を
追
加
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
の
は
、
時
代
的
な
制
約
で
あ
っ
て
、
止
む
を
え
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

表
示
し
た
よ
う
な
検
査
成
績
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
知
る
手

が
か
り
は
な
い
。
た
だ
し
、
戦
前
の
政
党
が
解
党
し
た
の
ち
、
昭
和
灯
年
の
翼

賛
選
挙
で
俵
氏
は
推
薦
を
受
け
な
が
ら
落
選
し
、
一
時
翼
賛
政
治
会
の
評
議
員

を
つ
と
め
た
が
、
実
弟
の
俵
国
一
東
大
教
授
（
冶
金
学
、
型
年
文
化
勲
章
受
賞
）

（
銘
）

に
よ
れ
ば
、
昭
和
四
年
腸
チ
フ
ス
で
逝
去
し
た
。
ま
た
、
桜
内
氏
は
そ
の
後
平

沼
内
閣
の
農
相
、
米
内
内
閣
の
蔵
相
、
鈴
木
内
閣
の
顧
問
な
ど
を
歴
任
し
、
昭

（
魂
）

和
加
年
枢
密
顧
問
官
と
な
っ
た
が
、
理
年
脳
卒
中
で
没
し
て
い
る
。

後
年
人
間
ド
ッ
ク
発
足
時
に
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
小
山
善
之
博
士
は
、

両
代
議
士
の
さ
き
の
入
院
と
同
性
格
の
検
査
は
そ
の
後
も
散
発
的
に
試
み
ら
れ

た
と
述
・
へ
て
お
り
、
ま
た
筆
者
が
見
出
し
た
両
氏
の
病
歴
表
紙
の
右
上
欄
外
に

は
と
も
に
鉛
筆
で
何
び
と
か
の
心
覚
え
と
お
ぽ
し
い
Ｎ
Ｄ
Ｋ
の
三
字
（
人
間
ド
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氏名｜俵孫一氏

生没年|馴瀧曼測，年
出身地’島根県｜島根県（のちに本籍地は東京市）

閣僚朧｜商工相(浜口内閣)｜商工相(第二旗若槻内閣）
入院｜昭和12a29~“’昭和1Z‘5~11
年齢’“，？
既 往歴’糖尿病特に な し

所見｜耐糖能異常,繍尿
誇噺｜糖尿病
死因｜腸ﾁﾌ系

桜内幸雄氏

明治13年～昭和22年
(1880～1947）

高血圧，尿たん白・円柱，無酸症

慢性腎炎，胃無酸症

｜脳梗塞



ち
な
ゑ
に
、
近
衛
公
爵
が
戦
後
戦
犯
に
指
名
さ
れ
て
出
頭
直
前
に
服
毒
自
裁
し
た
前
夜
、
外
科
の
大
槻
菊
男
教
授
と
と
も
に
私
邸
に
赴
い
た

（
鋤
）

内
科
医
は
す
で
に
定
年
だ
っ
た
宮
川
教
授
で
は
な
く
、
や
は
り
東
大
の
柿
沼
昊
作
教
授
（
第
一
内
科
）
で
あ
っ
た
。

２
人
間
ド
ッ
ク
の
発
足
最
初
に
述
べ
た
と
お
り
、
日
本
独
自
の
総
合
健
診
で
あ
る
人
間
ド
ッ
ク
の
発
足
は
、
太
平
洋
戦
争
終
結
か
ら

九
年
を
経
た
昭
和
調
年
（
一
九
五
四
）
７
月
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
昭
和
型
年
３
月
、
東
大
定
年
を
控
え
た
坂
口
教
授
は
国
立
東

京
第
一
病
院
（
陸
軍
病
院
で
あ
っ
た
）
の
院
長
兼
任
の
発
令
を
受
け
、
加
月
定
年
と
と
も
に
専
任
と
な
っ
た
。
助
教
授
時
代
か
ら
院
長
職
の
経
験

多
か
つ
た
（
大
正
哩
年
震
災
後
の
日
本
赤
十
字
社
浅
草
臨
時
病
院
長
、
昭
和
４
１
９
年
の
東
京
警
察
病
院
初
代
院
長
）
が
、
占
領
下
の
運
営
に
は
苦
難
が

多
か
っ
た
。
昭
和
調
年
と
い
う
の
は
、
ビ
キ
’
一
環
礁
の
水
爆
実
験
に
よ
る
第
五
福
竜
丸
関
係
の
被
曝
者
が
同
病
院
に
（
東
大
と
と
も
に
）
入
院

物
語
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

角
と
い
う
べ
き
時
期
に
見
ら
れ
た
事
実
を
略
述
し
た
。
そ
の
際
の
受
診
者
の
一
人
が
糖
尿
病
か
ら
感
染
症
で
華
い
ま
一
人
が
腎
炎
・
高
血
圧
か

ら
脳
卒
中
で
没
し
て
い
る
こ
と
も
、
現
在
の
総
合
健
診
活
動
に
照
ら
し
て
、
象
徴
的
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
両
代
議
士
が
相
携
え
て
坂
口
内
科
に
入
院
し
た
理
由
の
一
半
は
す
で
に
触
れ
た
が
、
後
年
人
間
ド
ッ
ク
発
足
後
間
も
な
い
時
期
の

新
聞
記
事
（
後
出
、
読
売
紙
）
に
、
坂
口
院
長
の
談
話
と
し
て
、
「
も
う
二
○
年
も
昔
に
な
る
が
、
私
が
ま
だ
東
大
病
院
に
い
た
こ
ろ
、
桜
内

幸
雄
・
俵
孫
一
の
両
氏
が
入
院
し
て
き
た
。
ち
ょ
う
ど
憲
政
会
内
閣
が
崩
壊
し
た
あ
と
だ
っ
た
が
、
二
人
と
も
大
臣
を
辞
め
て
ヒ
マ
が
で
き
た

機
会
に
、
健
康
検
査
を
や
り
た
い
と
い
う
わ
け
だ
。
そ
の
と
き
俵
さ
ん
は
何
で
も
な
か
っ
た
が
、
桜
内
さ
ん
は
ジ
ン
臓
の
気
が
あ
っ
て
間
も
な

く
脳
出
血
で
亡
く
な
っ
た
。
。
…
。
：
：
と
に
か
く
ド
ッ
ク
入
り
の
皮
切
り
は
、
こ
の
二
人
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
だ
ろ
う
」
と
見
え
る
。
憲
政
会

は
政
友
本
党
と
合
し
て
昭
和
２
年
に
民
政
党
に
な
っ
た
大
正
期
の
政
党
な
の
で
、
こ
れ
は
記
憶
ち
が
い
で
あ
る
が
、
い
つ
ぽ
う
で
将
来
の
民
政

党
総
裁
と
目
さ
れ
て
い
た
江
木
巽
氏
（
一
八
七
三
’
一
九
三
二
）
は
胃
癌
で
昭
和
７
年
稲
田
内
科
に
入
院
死
没
し
て
お
り
（
主
治
医
は
終
始
坂
口
助

教
授
）
、
ま
た
同
一
政
党
系
列
で
ず
っ
と
若
年
だ
っ
た
松
村
謙
三
氏
（
一
八
八
三
’
一
九
七
一
）
も
長
く
坂
口
博
士
を
主
治
医
と
し
て
い
た
事
実
も

確
認
で
き
る
の
で
、
こ
の
記
憶
ち
が
い
は
、
逆
に
憲
政
会
・
民
政
党
系
の
政
治
家
の
健
康
指
導
・
診
療
に
博
士
が
多
年
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
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し
て
、
死
者
も
出
た
多
事
の
年
で
も
あ
る
。
坂
口
院
長
は
こ
の
年
病
院
の
全
員
に
古
稀
を
祝
わ
れ
た
が
、
そ
の
健
康
は
衰
え
を
見
せ
は
じ
め
、

構
音
・
歩
行
に
障
害
の
兆
候
が
現
れ
て
い
た
。
小
山
内
科
医
長
は
、
院
長
室
で
、
「
僕
の
話
し
具
合
の
悪
い
の
は
、
人
に
は
入
れ
歯
の
せ
い
だ

（
瓢
）

と
言
っ
て
い
る
が
、
実
は
ヒ
ル
ン
か
ら
来
た
も
の
だ
よ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
を
回
顧
し
て
い
る
。

い
つ
ぽ
う
、
戦
後
九
年
の
あ
い
だ
に
は
、
わ
が
国
の
疾
病
構
造
も
大
き
く
変
化
し
て
い
た
。
敗
戦
直
後
の
日
本
で
は
、
食
糧
・
資
源
・
医
薬

品
の
欠
乏
や
衛
生
・
医
療
施
設
の
荒
廃
、
復
員
の
急
膨
張
な
ど
の
た
め
、
高
度
の
栄
養
障
害
、
寄
生
虫
に
よ
る
重
篤
疾
患
、
リ
ケ
ッ
チ
ア
・
原

虫
・
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
よ
る
外
来
性
感
染
症
の
跳
梁
が
見
ら
れ
た
が
、
空
白
だ
っ
た
厚
生
統
計
が
復
活
し
た
と
き
、
結
核
死
の
昭
和
初
頭
以
来

の
首
座
は
な
お
不
動
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ス
ト
レ
・
フ
ト
マ
イ
シ
ン
の
発
見
は
一
九
四
四
年
で
、
こ
れ
は
日
本
に
も
紹
介
さ
れ
た
が
、
そ
の
闇
値

は
一
万
円
を
超
え
る
ほ
ど
で
、
庶
民
に
は
無
縁
の
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
と
は
逆
に
、
生
活
の
飽
満
に
触
発
さ
れ
る
種
類
の
疾
病
は
激
減
し
て
い
た
。
糖
尿
病
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
、
小
田
俊
郎
博
士
（
前

大
阪
市
大
教
授
）
は
、
当
時
の
国
立
東
京
第
一
病
院
の
院
長
室
で
、
糖
尿
病
に
関
す
る
論
文
を
依
頼
す
る
編
集
者
に
対
し
て
、
坂
口
博
士
が

「
今
ご
ろ
糖
尿
病
の
こ
と
を
苔
く
の
は
、
昼
間
の
幽
霊
み
た
い
な
も
の
だ
」
と
い
う
口
実
で
謝
絶
し
て
い
た
こ
と
を
回
顧
し
て
い
る
く
ら
い
て

こ
う
し
た
状
況
が
転
換
す
る
に
は
、
四
、
五
年
の
歳
月
を
必
要
と
し
た
。
こ
こ
で
は
前
記
ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
の
輸
入
が
軌
道
に
乗
っ

て
、
正
規
ル
ー
ト
で
の
臨
床
応
用
の
途
が
昭
和
型
年
（
一
九
四
九
）
５
月
か
ら
開
け
、
一
歩
先
ん
じ
て
国
産
・
量
産
化
に
進
ん
だ
。
へ
’
一
シ
リ
ン

や
相
つ
い
だ
新
し
い
サ
ル
フ
ァ
剤
種
も
急
性
感
染
症
な
ど
の
猛
威
を
減
殺
し
て
い
っ
た
こ
と
と
、
朝
鮮
戦
争
（
一
九
五
○
’
五
三
）
に
よ
る
「
特

需
」
が
日
本
経
済
回
復
へ
の
端
緒
と
し
て
大
き
く
作
用
し
た
と
い
う
二
つ
の
要
因
を
逸
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

前
者
か
ら
僅
全
一
年
、
昭
和
泌
年
に
は
激
減
し
た
結
核
死
は
多
年
に
わ
た
る
国
民
死
因
の
首
座
を
脳
卒
中
に
譲
り
、
さ
ら
に
魂
年
に
は
悪
性

新
生
物
が
第
二
位
に
な
っ
た
（
心
疾
患
も
増
加
し
、
鵠
年
か
ら
「
老
衰
」
に
代
わ
っ
て
第
三
位
に
な
る
）
。
糖
尿
病
は
ふ
た
た
び
あ
り
ふ
れ
た
疾
患
と

な
っ
た
ば
か
り
か
、
戦
前
稀
有
だ
っ
た
痛
風
さ
え
も
、
し
だ
い
に
増
加
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

（
別
）

あ
る
。
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一
九
五
○
年
代
半
ば
（
昭
和
加
年
代
後
半
と
い
っ
て
も
よ
い
が
）
は
、
わ
が
国
の
疾
病
構
造
に
こ
の
よ
う
な
劇
甚
な
変
革
を
商
し
た
時
期
で
あ

（
４
）

っ
た
。
ウ
ィ
ル
ス
ン
と
ユ
ン
グ
ナ
ー
は
疾
病
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
進
歩
段
階
を
三
期
に
分
け
、
早
期
（
主
対
象
疾
患
は
一
『
ラ
リ
ァ
・
線
虫
感
染
・
ト

ラ
コ
ー
ご
・
中
期
（
肺
結
核
・
性
病
）
・
後
期
（
糖
尿
病
な
ど
）
と
し
て
い
る
が
、
当
時
の
日
本
は
、
ま
さ
に
そ
の
中
期
か
ら
後
期
に
入
ろ
う
と
す

る
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
今
日
「
成
人
病
‐
一
（
昭
祁
卯
年
ご
ろ
の
日
本
で
の
造
語
で
あ
る
）
と
総
称
さ
れ
、
い
ま
や
国
民
死
亡
の
約
７
割

．.‘．..:....､霧.寡j,7鐸垂”蟻
一一一一一一画一一

錨‘．．．_．ご雷．
一 一

＃簿･；懇緩麺鯵噂.，
一宙…L些口F一一

写真2国立東京第一病院での人間ドックの一夜。貼り札の字と

「人間ドック」の横見出しに11意。読売新聞（文献35）

より。

牛
ご
ろ
の
日
本
で
の
造
語
で
あ
る
）
と
総
称
さ
れ
、
い
ま
や
国
民
死
亡
の
約
７
割

を
占
め
て
い
る
一
群
の
疾
患
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
そ
の
ほ
ぼ
全
貌
を
前
面
に

露
呈
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
主
と
し
て
壮
年
以
後
を
冒
し
、
そ
の
早
期
発
見
や

適
切
な
予
防
・
管
理
・
治
療
が
活
動
可
能
時
間
を
大
き
く
増
加
さ
せ
う
る
主
に

慢
性
の
疾
患
群
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
を
持
つ
が
、
本
態
も
臨
床
的
諸
特
性
も
全

く
相
異
な
る
こ
れ
ら
の
病
態
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
よ
う
に
結

核
対
策
一
本
槍
と
い
う
ゞ
、
へ
き
健
康
管
理
方
式
で
は
と
う
て
い
立
ち
向
う
こ
と
は

望
め
ず
、
新
し
い
形
態
の
健
診
が
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
国
立
東
京

第
一
病
院
で
八
人
間
ド
ッ
ク
Ｖ
が
構
想
さ
れ
た
昭
和
調
年
と
は
、
ま
さ
し
く
こ

の
よ
う
な
時
期
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
東
大
の
内
科
教
授
か
ら
戦
後
同
病
院
の
院
長
に
な
っ
て
い
た
坂
口
康

蔵
博
士
（
一
八
八
五
’
一
九
六
一
）
が
、
す
で
に
そ
の
一
七
年
前
に
二
人
の
政
治

家
の
入
院
健
診
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
、
さ
き
に
述
誉
へ
た
が
、
博
士
は
日
本
の

糖
尿
病
学
の
育
て
の
親
と
呼
ぶ
べ
き
臨
床
学
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
助
教
授
時

代
か
ら
呼
吸
器
病
学
を
講
じ
、
と
く
に
肺
結
核
に
つ
い
て
の
造
詣
が
深
か
っ

た
。
大
学
卒
業
後
生
化
学
教
室
に
あ
っ
た
（
一
九
○
九
’
一
二
）
こ
と
は
、
精
細

rllq，
、一一茸ノ
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な
血
糖
研
究
の
基
盤
と
な
っ
た
。
糖
尿
病
は
今
日
も
代
表
的
な
成
人
病
に
属
す
る
が
、
そ
れ
が
血
糖
値
と
い
う
有
力
な
生
化
学
的
指
標
を
介
し

て
発
症
進
展
の
様
態
把
握
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
故
に
、
博
士
の
枢
要
な
研
究
領
域
と
な
り
え
た
面
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
反
面
で
、
臨
床
家
と
し
て
の
そ
の
学
風
に
は
、
胃
臘
日
脚
胃
で
一
見
卑
近
な
日
常
性
を
軽
視
せ
ず
、
む
し
ろ
そ
れ
に
沿
っ
て
活
動
を
推
進
す

る
傾
向
が
強
か
っ
た
と
筆
者
は
解
釈
し
て
い
る
。
「
坂
口
食
」
は
没
後
も
長
く
利
用
さ
れ
た
耐
糖
能
検
査
用
の
負
荷
食
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
当

時
の
日
本
人
庶
民
の
朝
食
を
改
変
し
た
内
容
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
に
も
、
そ
の
反
映
を
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

坂
口
教
授
は
温
和
な
性
格
の
人
で
あ
っ
た
が
、
医
学
者
と
し
て
時
務
に
は
積
極
的
に
応
え
て
ゆ
く
と
い
う
姿
勢
を
持
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
こ
の
姿
勢
は
、
と
き
と
し
て
教
授
会
な
ど
で
穀
誉
褒
睡
を
生
む
局
面
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

生
化
学
教
室
を
辞
し
て
青
山
内
科
に
転
じ
た
の
ち
、
移
管
問
題
直
後
の
伝
染
病
研
究
所
へ
の
出
向
を
命
ぜ
ら
れ
、
ワ
ク
チ
ン
の
研
究
・
改
良

に
取
り
組
ん
だ
の
が
、
お
そ
ら
く
予
防
医
学
と
の
最
初
の
出
会
い
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
や
や
後
年
糖
尿
病
に
つ
ぐ
専
門
領
域
と
な
っ
た

結
核
は
当
時
の
国
民
病
で
あ
り
、
予
防
医
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
最
も
必
要
と
す
る
分
野
で
あ
っ
た
。
医
学
部
教
授
と
し
て
教
室
の
負
担
で
新

入
学
生
に
結
核
検
診
を
行
っ
て
（
昭
和
加
年
以
降
）
死
亡
・
休
学
者
数
を
減
ら
し
、
ま
た
青
少
年
が
開
拓
の
た
め
当
時
の
満
州
・
蒙
古
に
送
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
と
（
昭
和
蝿
年
以
降
）
、
そ
の
訓
練
地
（
茨
城
県
内
原
）
や
現
地
で
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
の
研
究
・
実
施
を
含
む

健
康
診
断
や
発
病
防
止
を
進
め
た
の
は
、
そ
の
時
務
に
応
ず
る
一
面
を
伴
っ
た
予
防
医
学
的
活
動
の
例
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

人
間
ド
ッ
ク
は
こ
の
よ
う
な
閲
歴
と
学
風
を
持
っ
た
坂
口
康
蔵
博
士
が
実
質
的
に
決
断
し
て
創
始
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
企

画
や
実
施
の
中
心
人
物
に
な
っ
た
の
は
、
当
時
の
国
立
東
京
第
一
病
院
の
内
科
医
長
で
あ
っ
た
小
山
善
之
博
士
（
坂
口
内
科
・
沖
中
内
科
の
元
講

師
、
現
・
国
立
病
院
医
療
セ
ン
タ
ー
名
誉
院
長
）
で
あ
る
。
ま
た
、
元
来
外
科
医
で
同
病
院
の
初
期
か
ら
坂
口
院
長
の
病
院
管
理
面
で
の
片
腕
と
な

っ
て
い
た
技
官
の
守
屋
博
博
士
（
の
ち
順
天
堂
大
学
教
授
、
病
院
管
理
学
）
の
役
割
も
大
き
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
医
学
畑
の
外
に
あ
っ
て
、
こ
の

企
画
の
推
進
を
支
え
た
の
が
、
守
屋
博
士
と
は
岡
山
で
学
生
時
代
の
友
人
だ
っ
た
大
渡
順
二
氏
（
元
朝
日
新
聞
記
新
、
当
時
保
健
同
人
社
社
長
）
で

↑
の
っ
た
。
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ま
ず
昭
和
調
年
２
月
に
、
大
渡
氏
の
知
人
三
名
（
雑
誌
の
表
紙
を
描
い
て
い
た
東
山
魁
夷
氏
ら
）
が
揃
っ
て
三
日
間
入
院
す
る
と
い
う
試
み
が
な

さ
れ
た
。
健
常
者
が
こ
の
よ
う
な
形
で
国
立
の
機
関
に
入
院
す
る
の
は
、
内
科
医
長
ら
の
努
力
を
も
っ
て
し
て
も
容
易
で
は
な
か
っ
た
が
、
こ

の
試
行
後
、
院
長
の
裁
断
に
よ
っ
て
、
日
本
最
初
の
組
織
的
な
人
間
ド
ッ
ク
は
、
何
年
７
月
に
、
三
階
の
特
別
室
（
以
前
は
将
校
た
ち
の
サ
ン
・

ル
ー
ム
で
あ
っ
た
と
い
う
）
を
充
当
し
て
、
二
ベ
ッ
ド
で
開
始
さ
れ
た
。
当
初
は
四
泊
五
日
間
で
あ
っ
た
が
、
間
も
な
く
十
二
指
腸
液
検
査
が
追

加
さ
れ
て
、
月
朧
か
ら
土
碓
ま
で
の
六
日
間
に
変
更
さ
れ
た
。

（
別
）

当
時
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
月
曜
（
午
前
）
身
体
計
測
、
理
学
的
検
査
、
癌
反
応
、
梅
毒
反
応
、
赤
沈
、
血

算
、
白
血
球
百
分
比
、
血
清
化
学
、
（
午
後
）
心
電
図
、
歯
科
、
血
圧
。
火
朧
（
午
前
）
胃
Ｘ
線
、
Ｐ
Ｓ
Ｐ
、
検
尿
、
検
淡
、
（
午
後
）
胸
部
ｘ

線
、
泌
尿
器
科
、
婦
人
科
、
脳
波
。
水
曜
（
午
前
）
耐
糖
能
、
Ｂ
Ｓ
Ｐ
、
糞
便
（
寄
生
虫
や
潜
血
）
、
（
午
後
）
耳
鼻
科
、
皮
膚
科
。
木
曜
（
午
前
）

十
二
指
腸
液
、
外
科
、
糞
便
（
潜
血
）
、
（
午
後
）
神
経
科
。
金
暇
（
午
前
）
胃
液
、
整
形
外
科
、
（
午
後
）
眼
科
。
土
朧
（
午
前
）
高
血
圧
セ
ン
タ

各
科
の
診
察
を
個
別
に
盛
り
込
ん
だ
包
括
的
な
内
容
で
あ
る
が
、
現
在
用
い
ら
れ
な
い
松
原
反
応
・
七
条
反
応
が
癌
反
応
と
し
て
含
ま
れ
て

お
り
、
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
の
研
究
は
進
ん
で
も
、
こ
れ
ら
に
恒
常
的
に
変
わ
り
う
る
方
法
が
現
在
も
な
い
の
は
残
念
に
思
わ
れ
る
。

（
別
）

さ
て
、
初
期
の
報
告
に
よ
る
と
、
受
診
者
一
二
六
名
（
男
性
一
○
六
、
女
性
二
○
）
中
、
五
○
歳
台
、
六
○
歳
台
、
四
○
歳
台
の
順
に
多
く
、

会
社
重
役
、
管
理
職
が
最
も
多
か
っ
た
。
こ
う
し
た
初
期
の
身
分
状
況
は
、
前
に
述
べ
た
英
米
両
国
の
そ
れ
と
異
な
る
点
の
一
つ
で
あ
る
こ
と

に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
国
立
東
京
第
一
病
院
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
学
術
報
告
は
早
く
も
こ
の
年
血
月
に
は
現
れ
は
じ
め
て
い
る
。

こ
の
企
画
は
大
い
に
迎
え
ら
れ
た
が
、
反
面
で
の
抵
抗
も
大
き
か
っ
た
。
歴
然
た
る
症
状
や
故
障
を
持
っ
て
現
れ
る
患
者
を
扱
う
こ
と
に
専

念
し
て
き
た
臨
床
医
学
界
で
は
従
来
こ
の
種
の
慣
行
が
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
に
も
と
づ
く
も
の
が
そ
の
第
一
で
あ
る
が
、
医
療
行
政
側
に
と

っ
て
も
、
こ
れ
ら
の
入
院
者
は
明
ら
か
に
患
者
で
は
な
く
、
さ
り
と
て
従
来
の
正
統
的
な
予
防
医
学
活
動
と
も
見
倣
し
え
な
い
も
の
で
あ
っ

た
。
加
え
て
、
国
立
の
医
療
機
関
が
こ
う
し
た
理
由
や
方
法
で
八
患
者
を
集
め
る
Ｖ
こ
と
は
妥
当
を
欠
く
と
い
う
見
方
も
存
在
し
た
よ
う
で
あ

十
二
指
腸
液
、
外
科
、
糞
便
（
潜

－
、
血
圧
、
（
午
後
）
面
接
指
導
。
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時
代
の
要
請
に
応
じ
て
こ
れ
ら
の
向
病
院
が
人
間
ド
ッ
ク
の
先
蝿
た
り
え
た
理
巾
と
し
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
人
的
要
悶
が
大
き
か
っ
た

が
、
こ
の
要
因
と
も
関
連
す
る
こ
と
な
が
ら
、
院
内
の
臨
床
検
査
体
制
が
そ
れ
を
可
能
に
し
た
と
い
う
点
も
、
こ
こ
で
付
け
加
え
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
間
ド
ッ
ク
の
よ
う
に
多
項
目
の
検
査
を
処
理
す
る
た
め
に
は
、
中
央
検
査
室
な
い
し
そ
れ
に
類
す
る
体
制
の
存
在
が

必
須
で
あ
る
が
、
両
病
院
と
も
に
こ
の
条
件
、
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
臨
床
病
理
懇
談
会
が
発
足
し
た
の
が
昭
和
妬

（
兜
）

年
で
、
前
記
の
橋
本
寛
敏
博
士
を
会
長
と
し
て
臨
床
病
理
学
会
が
発
足
し
た
の
が
翌
”
年
で
あ
っ
た
。
や
が
て
間
病
院
を
追
っ
て
昭
和
医
大
、

東
京
女
子
医
大
が
人
間
ド
ッ
ク
を
開
始
し
、
以
後
実
施
医
療
機
関
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。

こ
う
し
た
人
間
ド
ッ
ク
の
初
期
の
こ
ろ
、
国
立
東
京
第
一
病
院
に
家
具
を
寄
贈
し
た
り
、
い
く
つ
か
の
機
関
の
受
付
、
広
報
業
務
を
担
当
す

る
な
ど
し
て
、
外
部
か
ら
そ
の
普
及
・
発
展
に
協
力
し
た
の
が
前
記
の
大
渡
順
二
氏
で
あ
る
。
当
時
の
大
渡
氏
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
そ
の
こ

ろ
の
主
要
関
係
者
の
間
で
も
、
評
価
が
一
様
に
高
い
と
は
言
え
な
い
面
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
自
身
の
椴
道
・
療
養
体
験
か
ら
出
発
し
、

結
核
の
啓
蒙
を
中
心
に
据
え
て
出
版
の
社
業
を
興
し
た
氏
が
成
人
病
時
代
に
活
路
を
追
及
す
る
道
程
の
こ
と
で
、
平
俗
に
は
八
商
売
が
ら
み
Ｖ

在
は
、
橋
本
院
長
の
示
唆
毛

（
現
・
聖
路
加
看
護
大
学
学
長
）

昭
和
羽
年
と
い
う
の
は
、
聖
路
加
国
際
病
院
に
と
っ
て
は
、
よ
う
や
く
施
設
が
米
軍
か
ら
全
面
的
に
返
還
さ
れ
た
年
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

国
立
東
京
第
一
病
院
と
異
な
り
、
需
要
に
応
え
て
、
二
床
か
ら
五
床
、
さ
ら
に
は
十
床
と
増
床
さ
れ
た
。
こ
こ
で
の
人
間
ド
ッ
ク
の
中
心
的
存

在
は
、
橋
本
院
長
の
示
唆
で
す
で
に
昭
和
記
年
か
ら
家
庭
ｔ
婦
（
婦
人
の
友
社
友
の
会
）
の
健
康
管
理
を
始
め
て
い
た
日
野
原
重
明
内
科
医
長

る
と
い
シ
フ
。

る
。
こ
の
徳
の
公
的
機
関
と
し
て
の
制
約
も
あ
っ
て
、
同
病
院
で
は
二
床
に
留
ま
っ
た
期
川
が
比
牧
的
遅
か
っ
た
。

こ
う
し
て
希
望
待
機
者
が
増
え
る
中
で
、
翌
を
月
（
９
月
６
日
）
か
ら
聖
路
加
国
際
病
院
で
も
二
床
の
人
間
ド
ッ
ク
が
発
足
し
た
。
き
わ
め

て
異
例
の
速
や
か
さ
と
感
ぜ
ら
れ
る
が
、
小
山
善
之
博
士
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
聖
路
加
病
院
長
橋
本
寛
敏
博
士
（
一
八
九
三
’
一
九
七
四
）
が
坂

口
康
蔵
博
士
と
親
し
く
、
当
時
両
病
院
は
共
同
で
Ｃ
Ｐ
Ｃ
（
臨
床
病
理
検
討
会
）
を
開
催
し
て
い
た
こ
と
が
こ
の
伝
播
を
可
能
に
し
た
も
の
で
あ

で
あ
っ
た
。
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と
表
現
す
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
功
労
は
や
は
り
没
し
え
な
い
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
人
間
ド
ッ
ク
を
行
な
う
機
関
が
増
加
す
る
の
に
伴
っ
て
、
研
究
グ
ル
ー
プ
が
生
ま
れ
、
デ
ー
タ
の
交
換
や
方
法
の

検
討
、
標
準
化
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
「
臨
床
予
防
医
学
研
究
会
‐
一
と
い
う
名
称
に
な
っ
て
、
昭
和
弱
年
ｎ
月
に

は
第
二
○
○
回
を
迎
え
、
現
在
も
存
続
し
て
い
る
。

そ
の
後
の
人
間
ド
ッ
ク
の
展
開
と
し
て
重
要
な
の
は
、
昭
和
記
年
、
月
、
聖
路
加
国
際
病
院
で
最
切
に
行
な
わ
れ
た
一
泊
二
日
の
い
わ
ゆ
る

短
期
人
間
ド
ッ
ク
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
れ
ま
で
の
標
準
的
な
形
態
で
あ
っ
た
一
週
間
ド
ッ
ク
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
般
大
公
約
数
的
に
短
期

化
、
効
率
化
を
図
っ
た
も
の
で
、
折
か
ら
急
速
に
変
貌
し
つ
つ
あ
っ
た
わ
が
国
の
経
済
社
会
の
実
状
に
も
適
合
す
る
も
の
と
し
て
歓
迎
さ
れ
、

健
康
保
険
組
合
連
合
会
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
も
支
え
ら
れ
て
、
全
国
に
普
及
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

ま
た
、
大
学
病
院
が
人
間
ド
ッ
ク
を
開
始
し
て
間
も
な
い
こ
ろ
、
火
大
分
院
の
斎
藤
正
行
氏
ら
は
、
中
央
化
さ
れ
た
検
査
室
の
機
能
を
利
用

（
鉈
）

し
て
、
外
来
人
間
ド
ッ
ク
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
、
外
来
通
院
の
形
で
も
、
入
院
ド
ッ
ク
に
近
い
検
査
が
可
能
な
こ
と
を
証
明
し
た
。
こ
の
外

米
ド
ッ
ク
を
昭
和
訓
年
ｎ
月
と
い
う
早
期
か
ら
熱
心
に
推
進
し
た
の
が
愛
知
県
中
央
健
康
相
淡
所
で
、
前
節
で
す
で
に
触
れ
た
愛
知
県
総
合
保

健
セ
ン
タ
ー
の
前
身
に
当
る
。
前
出
の
自
動
化
健
診
は
、
一
日
の
う
ち
に
一
泊
二
日
ド
ッ
ク
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
程
度
の
検
査
の
成
績
を
出
し
、

面
接
・
説
明
ま
で
も
済
ま
せ
る
、
い
わ
ば
日
帰
り
ド
ッ
ク
的
な
形
を
取
る
の
が
本
来
の
方
式
で
あ
る
が
、
現
在
わ
が
国
で
こ
の
タ
イ
。
フ
の
総
合

健
診
が
盛
行
し
て
い
る
雑
盤
に
は
、
短
期
人
間
ド
ッ
ク
や
外
来
ド
ッ
ク
の
よ
う
に
、
一
般
勤
労
大
衆
に
か
な
り
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
形
の
健

診
が
地
道
な
活
動
を
長
期
間
継
続
し
て
き
た
実
績
が
存
在
す
る
こ
と
を
閑
却
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。

各
国
の
総
合
健
診
の
草
創
期
に
力
点
を
置
く
の
が
こ
の
小
文
の
本
旨
で
あ
る
た
め
、
そ
の
後
の
人
間
ド
ッ
ク
の
展
開
に
つ
い
て
は
割
愛
す
る

が
、
昭
和
弱
年
７
月
現
在
日
本
病
院
会
指
定
の
人
間
ド
ッ
ク
実
施
機
関
だ
け
で
も
全
国
で
三
六
四
施
設
に
上
り
、
弼
年
一
年
間
の
受
診
者
は
一

六
六
、
六
三
七
名
と
な
っ
て
い
る
（
自
動
化
健
診
の
指
定
施
設
七
五
、
受
診
者
は
四
一
○
、
八
三
九
名
）
。

な
お
、
最
初
は
講
習
会
、
つ
い
で
研
究
会
と
呼
ん
で
い
た
会
同
は
、
近
年
「
人
間
ド
ッ
ク
学
会
」
と
称
し
て
い
た
が
、
昭
和
師
年
改
組
し
て
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述
｜
、
へ
ら
れ
、
続
け
て
、

３
人
間
ド
ッ
ク
の
呼
称
以
上
の
行
文
を
通
じ
て
、
筆
者
は
何
ら
特
別
の
顧
慮
を
払
う
こ
と
な
く
、
今
日
の
慣
用
に
従
っ
て
、
「
人
間

ド
ッ
ク
」
と
い
う
呼
称
を
使
用
し
て
き
た
。
し
か
し
、
｝
」
の
呼
称
を
誰
が
は
じ
め
て
使
用
し
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
由
来
を
持
つ
語
な
の
か
、

と
い
う
問
題
は
、
じ
つ
は
そ
う
簡
単
に
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
筆
者
は
総
合
健
診
の
仕
事
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
て
以

米
、
こ
の
問
題
を
意
識
し
て
き
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
本
稿
で
も
触
れ
た
い
と
思
っ
た
理
由
は
、
こ
の
呼
称
の
妥
当
性
に
つ
い
て
の
疑
問
が
、

人
間
ド
ッ
ク
の
創
設
か
ら
優
に
四
半
世
紀
を
経
た
時
点
で
な
お
か
つ
、
そ
れ
も
医
学
界
の
中
か
ら
、
一
度
な
ら
ず
提
出
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ

「
こ
の
『
人
間
ド
ッ
ク
』
と
い
う
い
か
に
も
技
術
社
会
的
な
よ
び
名
…
・
…
・
・
は
わ
た
く
し
に
は
た
い
そ
う
耳
障
り
で
あ
る
。
ド
ッ
ク
は
機
械

で
あ
る
船
舶
の
修
理
に
設
け
ら
れ
た
設
備
で
、
人
間
の
本
質
は
そ
れ
に
な
じ
ま
な
い
と
考
え
る
ゆ
え
で
あ
る
。
。
…
：
：
．
『
人
間
ド
ッ
ク
』
と
い

う
ど
う
や
ら
す
で
に
市
民
権
を
え
て
し
ま
っ
た
か
に
象
え
る
言
葉
に
野
暮
を
承
知
の
上
で
目
く
じ
ら
立
て
た
の
は
、
そ
こ
に
は
か
ら
ず
も
人
間

を
機
械
に
す
ぎ
な
い
か
の
よ
う
に
と
も
す
れ
ば
扱
い
が
ち
な
現
代
医
学
の
性
格
の
一
面
が
の
ぞ
い
て
い
る
と
承
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
」
と

（
郷
）

す
な
わ
ち
、
筆
者
が
か
つ
て
本
学
会
の
総
会
で
「
人
間
ド
ッ
ク
前
史
考
」
と
題
し
て
旧
演
し
た
直
後
に
、
菊
地
真
一
郎
博
士
（
銀
座
菊
地
病

院
ｒ
ふ
ず
か
ら
人
間
ド
ッ
ク
を
行
な
っ
て
お
ら
れ
た
と
承
知
し
て
い
る
）
は
立
っ
て
、
「
人
間
ド
ッ
ク
と
い
う
呼
称
は
再
考
に
値
す
る
も
の
で
は
な
い

「
日
本
人
間
ド
ッ
ク
学
会
」

Ｑ
星
の
語
を
入
れ
て
い
る
。

お
許
し
い
た
だ
ノ
、
と
、

プ

o
O

か
」
と
い
う
趣
旨
を
述
べ
ら
れ
た
。

（
鋼
）

ま
た
、
し
ば
ら
く
し
て
こ
の
小
論
考
の
本
誌
上
の
抄
録
を
読
ま
れ
た
川
喜
田
愛
郎
博
士
は
、
弓
人
間
ド
ッ
ク
』
と
い
う
言
葉
」
と
題
す
る
文

早
を
執
筆
さ
れ
、
小
文
を
引
用
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
呼
称
に
対
す
る
批
判
を
述
雪
へ
ら
れ
、
掲
載
誌
を
送
っ
て
下
さ
っ
た
。
部
分
的
な
引
用
を

と
な
り
、
次
項
と
の
関
連
で
付
記
す
れ
ば
、
英
語
名
を
弓
苛
苛
冒
口
の
“
⑦
ぎ
９
８
《
島
困
昌
冒
閏
〕
己
曼
。
。
鼻
と
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筆
者
は
現
在
な
お
こ
の
呼
称
の
由
来
を
完
全
に
解
明
で
き
た
と
は
思
っ
て
い
な
い
が
、
確
か
め
る
こ
と
の
で
き
た
二
、
三
の
点
を
含
め
て
、

以
下
に
考
察
し
て
置
く
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
第
一
に
、
昭
和
調
年
７
月
に
国
立
東
京
第
一
病
院
で
人
間
ド
ッ
ク
が
開
始
さ
れ
た
当
時
の
呼
称
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
正
式
の
呼
び
方
と
、
日
常
会
話
の
中
な
ど
で
の
呼
び
方
と
を
区
別
し
て
考
え
る
の
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
前
者
に
つ

い
て
は
比
較
的
簡
単
で
、
当
時
同
病
院
の
人
間
ド
ッ
ク
病
室
に
掲
げ
て
あ
っ
た
貼
り
札
の
写
真
（
前
掲
、
読
売
新
聞
所
載
）
や
初
期
の
関
係
論
文

の
題
名
が
参
考
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
室
名
は
「
短
期
間
入
院
特
別
健
康
精
査
室
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
ま
た
初
期
の
論
文
名
は
、
「
総
合

精
密
身
体
検
査
」
な
い
し
こ
れ
に
「
短
期
入
院
」
を
冠
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
呼
称
が
正
式
の
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ

ろ
う
。
た
だ
し
、
昭
和
調
年
哩
月
の
「
ホ
ル
モ
ン
と
臨
床
」
に
掲
載
さ
れ
た
人
間
ド
ッ
ク
関
係
最
初
の
論
文
（
小
山
善
之
博
士
）
は
括
弧
に
入

れ
て
（
人
間
ド
ッ
ク
入
り
）
と
付
加
し
て
い
る
。

そ
こ
で
「
人
間
ド
ッ
ク
」
と
い
う
呼
称
自
体
の
起
源
で
あ
る
が
、
筆
者
は
三
つ
の
異
な
る
説
に
接
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
（
１
）
昭
和
廻

（
型
ｌ
妬
）

年
に
坂
口
内
科
に
入
院
し
た
俵
・
桜
内
の
両
代
議
士
が
作
っ
た
と
い
う
小
山
博
士
の
初
期
の
論
文
に
見
え
る
説
、
（
２
）
保
健
同
人
社
の
菊
池

一
久
氏
か
ら
昭
和
印
年
に
聞
い
た
、
坂
口
教
授
自
身
が
人
間
ド
ッ
ク
発
足
後
の
早
い
時
期
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
説
、
（
３
）
日
野
原

（
鉈
）

重
明
博
士
が
学
会
の
大
会
長
講
演
で
述
べ
ら
れ
た
、
新
聞
記
者
が
作
っ
た
と
い
う
説
、
の
三
つ
で
あ
る
。
（
４
）
そ
の
ほ
か
筆
者
自
身
に
は
、

終
戦
後
間
も
な
い
時
期
に
、
外
国
出
版
物
の
中
で
、
八
ド
ッ
ク
に
入
る
Ｖ
と
い
う
表
現
に
遭
遇
し
た
と
い
う
記
憶
が
存
在
し
て
い
た
。

そ
こ
で
、
（
１
）
と
（
２
）
に
つ
い
て
、
昭
和
哩
年
俵
。
桜
内
両
氏
の
入
院
時
に
そ
の
主
治
医
で
あ
っ
た
信
州
大
学
名
誉
教
授
で
松
本
市
在
住

「
せ
ん
だ
っ
て
、
わ
た
く
し
は
散
歩
帰
り
の
本
屋
の
棚
に
、
か
ね
て
尊
敬
す
る
さ
る
高
名
の
文
学
者
の
随
筆
集
を
み
つ
け
て
、
は
ず
む
心
で

．
ヘ
ー
ジ
を
繰
っ
て
い
る
う
ち
、
た
ま
た
ま
こ
の
『
人
間
ド
ッ
ク
』
と
い
う
言
葉
を
桑
つ
け
て
、
途
端
に
購
買
欲
を
失
っ
た
。
揚
げ
足
と
り
は
本

意
で
な
い
が
、
言
葉
に
き
び
し
い
文
学
者
の
語
彙
に
ま
で
医
者
た
ち
が
広
め
た
こ
う
し
た
胡
散
く
さ
い
現
代
語
が
忍
び
こ
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と

に
わ
た
く
し
は
し
ら
け
た
気
持
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
」

と
も
書
い
て
お
ら
れ
る
。
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の
戸
塚
忠
政
博
士
に
、
電
話
と
手
紙
で
弘
年
に
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、
間
も
な
く
、
「
古
い
こ
と
な
の
で
確
実
に
は
言
え
な
い
が
、
俵
・
桜
内

両
氏
か
ら
『
人
間
ド
ッ
ク
』
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
記
憶
は
な
い
。
た
だ
し
、
坂
口
先
生
が
教
室
員
に
、
船
が
長
い
航
海
の
あ
と
点
検
修
理
の

た
め
ド
ッ
ク
に
入
る
の
と
同
様
、
人
間
も
と
き
ど
き
ド
ッ
ク
に
入
る
の
が
よ
い
、
と
話
し
て
お
ら
れ
た
の
を
覚
え
て
い
る
」
と
い
う
趣
旨
の
番

簡
を
頂
戴
し
た
。
戸
塚
博
士
は
終
戦
後
早
い
時
期
に
信
州
大
学
教
授
と
し
て
赴
任
さ
れ
、
坂
口
教
授
も
東
大
定
年
を
控
え
て
国
立
東
京
第
一
病

院
に
転
じ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
教
室
員
へ
の
談
話
は
お
そ
ら
く
終
戦
前
の
こ
と
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
（
２
）
に
関
し
て
は
、
菊
池
氏
に
も
改
め
て
詳
し
い
教
示
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
大
波
順
二
氏
が
い
ず
れ
出
版
の
予
定
で
回
想
録

（
妬
）

を
執
筆
中
で
あ
り
、
そ
の
中
に
当
時
の
こ
と
も
出
て
く
る
か
ら
、
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
原
稿
の
一
部
を
見
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
大
渡
氏
の
原
稿
の
中
に
、
「
人
間
ド
ッ
ク
」
と
い
う
語
形
は
読
売
新
聞
が
国
立
東
京
第
一
病
院
の
人
間
ド
ッ
ク
を
取
り
上
げ
て
記
事
に
し

た
際
に
初
め
て
使
用
し
た
も
の
で
、
同
氏
は
読
売
に
当
た
っ
て
こ
の
企
画
や
造
語
に
関
係
し
た
の
が
同
社
の
古
田
徳
次
郎
・
竹
崎
羊
之
助
の
両

記
者
で
あ
る
の
を
確
認
し
た
こ
と
、
ま
た
大
渡
氏
は
こ
の
語
形
が
、
要
を
え
た
よ
り
適
切
な
も
の
と
感
心
し
て
、
そ
の
時
か
ら
す
べ
て
そ
れ
を

採
用
し
た
と
い
う
経
緯
も
語
ら
れ
て
い
た
。

〈
蛇
．
）

（
３
）
の
日
野
原
重
明
博
士
の
大
会
長
講
演
で
は
、
「
人
間
ド
ッ
ク
」
は
新
聞
記
者
の
造
語
で
、
医
師
た
ち
は
元
米
そ
れ
を
好
ま
な
か
っ
た

が
、
マ
ス
コ
ミ
は
非
常
に
歓
迎
し
て
、
た
ち
ま
ち
普
及
し
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
学
会
誌
に
出
た
抄
録
に
は
こ
の
条
は

な
か
っ
た
の
で
、
改
め
て
当
時
の
事
情
を
伺
っ
た
が
、
博
士
も
「
新
聞
記
者
」
が
読
売
だ
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
お
ら
れ
た
。

（
弱
）

そ
こ
で
、
昭
和
調
年
の
後
半
を
中
心
に
し
て
読
売
新
聞
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
探
し
た
結
果
、
そ
れ
が
９
月
明
日
付
の
日
曜
特
集
。
ヘ
ー
ジ

の
ほ
ぼ
全
面
を
割
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。
そ
こ
に
は
「
人
間
ド
ッ
ク
」
と
い
う
白
抜
き
の
横
書
き
大
見
出
し
に
「
老
人
病

は
予
防
で
き
る
」
と
い
う
副
題
が
付
き
、
写
真
２
と
し
て
さ
き
に
掲
げ
た
も
の
の
ほ
か
六
枚
の
写
真
も
入
っ
て
い
た
。
「
成
人
病
」
と
い
う
言

葉
が
で
き
る
直
前
の
時
期
の
記
事
で
あ
る
が
、
こ
の
特
集
記
事
の
リ
ー
ド
部
分
は
「
ち
か
ご
ろ
、
あ
ち
こ
ち
の
二
、
三
等
重
役
、
一
等
社
員
と

い
っ
た
連
中
の
間
に
ド
ッ
ク
入
り
な
る
言
葉
が
は
や
り
だ
し
て
き
た
。
：
…
．
．
：
」
と
書
き
起
こ
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
た
の
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は
「
人
間
ド
ッ
ク
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
ド
ッ
ク
入
り
」
だ
っ
た
ら
し
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ
で
、
「
ド
ッ
ク
入
り
」
と

い
う
言
葉
は
国
語
辞
書
に
こ
そ
出
て
い
な
い
が
、
今
日
で
も
新
聞
の
見
出
し
な
ど
に
は
、
「
王
ド
ッ
ク
入
り
」
・
「
む
つ
ド
ッ
ク
入
り
」
（
王
は

野
球
選
手
、
む
つ
は
原
子
力
船
）
な
ど
と
、
き
わ
め
て
頻
繁
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
注
意
し
て
置
こ
う
。

（
訂
）

つ
ぎ
に
、
前
記
（
４
）
の
外
国
出
版
物
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
大
学
図
書
館
で
、
〆
国
晨
唾
と
蟹
５
言
の
旨
冨
目
。
胃
唾
①
の
“
・
匡
①
呂
邑
３
２

の
第
二
巻
（
補
巻
、
一
九
三
一
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
こ
の
留
８
葛
は
日
本
人
の
佐
藤
紅
霞
で
あ
る
が
、
こ
の
大
冊
の
附
巻
の
巾

含
・
ら
巴
に
、
一
‐
今
日
」
ｏ
馬
。
（
女
郎
）
が
病
院
に
入
る
と
、
一
時
的
に
ロ
。
房
巨
‐
旨
つ
ま
り
ロ
○
烏
に
入
っ
た
女
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
彼

女
は
船
を
再
度
使
用
可
能
に
す
る
目
的
で
Ｃ
Ｏ
鳥
に
入
っ
た
の
で
あ
る
」
と
あ
り
、
脚
注
に
「
ご
ｏ
房
巨
と
は
英
語
号
呉
を
日
本
語
化
し
た

も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
原
綴
り
の
ま
ま
引
用
す
る
。
元
の
意
味
を
ド
イ
ツ
語
で
表
現
す
る
こ
と
が
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
己
。
雰
匡
‐
員
は

ロ
○
房
自
己
時
①
旨
つ
ま
り
：
烏
の
胃
か
ら
来
た
も
の
で
あ
る
」
と
見
え
る
ａ
。
鼻
の
目
は
８
烏
に
目
を
付
け
て
ド
イ
ツ
語
の
動
詞
の
形
に
し
た
も

の
）
。
同
書
巻
末
の
用
語
集
に
も
己
。
嶌
巨
‐
首
の
説
明
が
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
本
書
に
は
検
梅
の
場
面
と
も
受
け
取
れ
る
挿
図
が
入
っ
て
い
て
、

痴
今

４
吋
嚢
硬
‐
‐
皇
‐
‐
‐
珪
謝
困
迂
が
坤
蔀
ｆ
軋
蹟
５
‐
礎
墹
釈
暉
顎
鐸
旬
雌
蹴
辛
戊

p⑭岻睡Y『L

写真3横文字のキャプシニ1ン「ド

ック入り」Iこ注意。文献35

より『

そ
の
説
明
が
簡
潔
単
純
に
ロ
。
諄
巨
’
目
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、

注
目
を
引
く
と
こ
ろ
で
あ
る
（
写
真
３
）
。
要
す
る
に
、
人
間
ド
ッ

ク
創
設
以
前
、
ま
た
両
代
議
士
の
坂
口
内
科
入
院
以
前
の
時
期

庭
、
同
じ
く
人
間
の
健
康
に
関
連
し
な
が
ら
、
全
く
性
格
を
異
に

す
る
、
お
そ
ら
く
は
花
柳
界
用
語
と
し
て
、
『
‐
娼
婦
の
性
病
に
よ

る
入
院
」
を
指
す
一
‐
ド
ッ
ク
入
り
」
と
い
う
語
が
存
在
し
た
こ
と

が
確
実
視
さ
れ
る
。
佐
藤
紅
霞
は
花
柳
風
俗
方
面
の
著
作
の
多
い

人
物
だ
っ
た
ら
し
い
の
で
、
日
本
語
で
も
同
じ
こ
と
を
書
い
て
い

る
で
あ
ろ
う
が
、
未
見
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
種
の
も
の
が
下
敷
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き
に
あ
ろ
う
が
、
楳
垣
実
編
『
隠
語
辞
典
』
（
一
九
五
六
、
東
京
堂
）
に
、
「
ド
ッ
ク
入
り
、
娼
婦
が
性
病
の
た
め
入
院
す
る
こ
と
。
〔
↑
女
陰
Ⅱ

船
、
の
発
展
〕
花
柳
、
人
正
」
と
出
て
い
る
の
は
、
こ
の
推
定
を
助
け
て
く
れ
る
。
前
記
（
１
）
の
昭
和
昭
年
の
両
代
議
士
が
「
人
間
ド
ッ
ク
」

と
い
う
言
葉
を
作
っ
た
と
い
う
小
山
博
士
の
説
に
つ
い
て
、
筆
者
は
か
つ
て
、
こ
の
古
く
か
ら
あ
っ
た
花
柳
界
用
語
を
医
師
た
ち
は
知
ら
な
か

っ
た
が
、
両
代
議
士
は
知
っ
て
い
て
、
軍
部
に
圧
迫
さ
れ
つ
づ
け
て
い
る
政
党
人
の
立
場
を
自
廟
ま
じ
り
に
「
ド
ッ
ク
入
り
」
と
呼
ん
だ
の
で

（
詔
）
（
銘
）
（
釣
）

は
な
い
か
、
と
考
え
て
桑
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
こ
で
人
間
ド
ッ
ク
発
足
前
後
の
呼
称
を
整
理
し
て
見
る
と
（
や
や
冗
長
な
正
式
名
称
は
別
と
し
て
）
、
小
山
博
士
、
大
渡
氏
、
読
売
記
事
な
ど

か
ら
し
て
「
ド
ッ
ク
入
り
」
が
早
く
、
つ
い
で
初
期
論
文
題
名
の
括
弧
入
り
な
い
し
「
い
わ
ゆ
る
」
の
付
い
た
「
人
間
ド
ッ
ク
入
り
」
が
あ

（
鋤
）

り
、
や
が
て
「
人
間
ド
ッ
ク
」
が
定
着
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
論
文
題
名
も
早
い
も
の
は
一
九
五
五
年
か
ら
括
弧
も
「
い
わ
ゆ
る
」

（
型
）

も
な
い
「
人
間
ド
ッ
ク
」
を
採
用
し
は
じ
め
て
お
り
、
手
も
と
に
あ
る
文
庫
判
の
『
ポ
ケ
ッ
ト
百
科
辞
典
』
（
一
九
五
七
年
四
月
、
平
凡
社
）
は

す
で
に
「
人
間
ド
ッ
ク
」
を
収
載
し
て
い
る
。

最
後
に
、
号
鼻
と
い
う
英
語
に
つ
い
て
、
す
こ
し
ぱ
か
り
触
れ
て
置
き
た
い
（
ド
ッ
ク
と
い
う
外
来
語
自
体
は
、
直
接
に
は
古
く
オ
ラ
ン
ダ
語
か

ら
入
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
）
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
英
語
に
は
古
く
か
ら
俗
語
な
い
し
口
描
的
に
『
病
院
」
を
指
す
用
法
が
あ
っ
た
。
た
と
え

ば
、
團
局
日
日
陣
国
の
昌
曼
の
六
巻
物
の
俗
語
辞
書
（
一
八
九
一
）
に
は
、
：
烏
の
条
下
に
「
（
俗
に
）
病
院
」
と
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
近
年
の

Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
一
九
七
六
）
で
も
旨
号
鼻
は
「
（
口
語
）
入
院
中
、
ま
た
は
修
理
店
に
出
し
て
あ
る
」
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
Ｏ
Ｅ
Ｄ
の
補
遺
（
一

九
七
二
）
は
、
国
①
廼
旦
巨
駕
Ｏ
員
島
目
鼻
四
津
周
Ｏ
匡
眉
胃
旨
ｇ
ｘ
．
（
奴
さ
ん
は
古
く
か
ら
の
盲
腸
を
こ
じ
ら
せ
て
、
退
院
し
て
き
た
ば
っ
か
り
だ
）
と
い

う
用
例
（
一
九
六
○
）
を
掲
げ
て
い
る
。
ま
た
、
さ
ら
に
注
目
し
て
よ
い
と
思
う
の
は
、
圃
再
目
烏
①
の
俗
語
辞
書
（
一
九
六
一
）
の
、
喝
目
。

§
鳥
に
「
性
病
で
治
療
を
受
け
る
。
肥
世
紀
末
か
ら
卯
世
紀
、
廃
用
。
海
員
用
語
。
ｇ
ｏ
の
①
俗
語
辞
書
初
版
（
一
七
八
五
）
に
収
録
。
」
と
出

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
上
記
の
日
本
の
古
い
花
柳
界
用
語
と
の
類
似
の
甚
だ
し
さ
に
驚
く
の
で
あ
る
が
、
こ
の
俗
語
は
西
欧
か
ら
輸
入
さ
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
そ
の
可
能
性
を
全
く
否
定
す
る
論
拠
は
持
た
な
い
が
、
両
者
が
互
い
に
独
立
に
生
ま
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
不
自
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然
で
は
な
か
ろ
う
。
要
す
る
に
、
「
人
間
ド
ッ
ク
」
と
い
う
言
葉
の
生
ま
れ
た
背
景
に
は
、
人
生
行
旅
を
船
旅
に
た
と
え
、
そ
の
途
上
に
あ
る

個
人
を
船
に
な
ぞ
ら
え
る
言
語
慣
行
が
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
と
と
も
に
、
診
断
・
治
療
を
受
け
る
た
め
に
医
療
施
設
に
入
る
こ
と
を

「
ド
ッ
ク
に
は
い
る
」
と
表
現
す
る
こ
と
の
無
理
で
な
い
状
況
が
東
西
を
問
わ
ず
あ
り
え
た
と
も
解
さ
れ
る
。
こ
れ
は
「
人
間
ド
ッ
ク
」
と
い

う
呼
称
の
妥
当
性
を
正
当
化
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
が
、
こ
の
呼
称
が
急
速
に
普
及
し
定
着
し
た
現
象
を
理
解
す
る
上
で
は
、
有
効
な
言
語

心
理
的
基
盤
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

注
〔
（
洋
数
字
）
は
本
文
中
の
参
照
番
号
〕

（
一
）
（
１
）
《
、
日
の
⑦
昌
畠
》
の
語
が
西
欧
の
医
学
雑
誌
に
出
現
す
る
の
は
一
九
四
○
年
代
後
半
。
（
２
）
の
定
義
は
○
○
日
目
邑
○
目
Ｑ
ｐ
ｇ
冒
昌
ｏ
巨
国
①
鵠

（
岳
弓
）
に
よ
る
も
の
。
（
３
）
古
賀
十
二
郎
『
西
洋
医
術
伝
来
史
』
（
一
九
四
二
、
日
新
書
院
）
。
（
４
）
葛
房
。
ご
》
］
・
目
ｂ
・
四
目
旨
昌
瞥
９
）
。
》
宅
凰
口
早

で
］
①
吻
曽
】
Ｑ
も
国
昌
８
○
帛
砕
門
①
①
昌
掲
さ
吋
己
胃
麗
印
，
葛
西
○
》
ら
己
．
は
前
記
の
定
義
を
敷
桁
し
て
、
婦
人
科
的
診
察
も
迅
速
に
行
な
わ
れ
る
と
き
は
ス
ク

リ
ー
！
ニ
ン
グ
の
手
段
た
り
う
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
（
５
）
ロ
呂
些
）
国
・
叩
斥
ｇ
胃
③
喚
○
旨
昏
①
の
①
貝
口
吻
、
且
ぐ
の
翼
狩
⑦
切
具
貝
唖
８
い
の
四
目
夢
①
犀
？

ぐ
⑦
日
ご
目
見
号
⑦
ぽ
ぐ
鵲
旨
己
脚
目
且
珂
日
巴
肖
ｑ
ｇ
ｐ
酔
い
、
儲
①
す
ぐ
閉
門
ざ
島
。
昌
国
×
閏
己
ロ
日
一
○
易
．
Ｆ
ｇ
ａ
ｏ
Ｐ
届
臼
．

（
二
）
こ
こ
に
述
べ
た
。
ヘ
ッ
カ
ム
で
の
健
診
活
動
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
ら
に
よ
る
（
６
）
扉
胃
、
の
）
国
閂
．
四
且
ｇ
ｏ
ｏ
汀
『
》
炉
。
“
弓
胃
甲
烏
冨
自

国
愚
昌
目
⑦
胃
．
ｚ
①
言
国
画
く
ｇ
〉
岳
葛
．
に
よ
っ
た
が
、
今
日
の
英
国
の
健
診
関
係
者
に
尋
ね
て
も
充
分
に
知
ら
ず
、
従
来
本
稿
の
筆
者
が
和
欧
文
で
紹
介
し

て
き
た
も
の
以
外
に
言
及
・
引
用
さ
れ
た
例
を
知
ら
な
い
。
ペ
ッ
カ
ム
の
土
地
柄
に
つ
い
て
は
（
７
）
里
ｇ
①
風
．
。
．
》
Ｆ
ｏ
ｚ
己
Ｏ
ｚ
ｌ
旬
胃
国
ｏ
ｍ
３
も
ご

具
餌
Ｑ
ｑ
・
冒
目
ｏ
目
》
＄
＄
．
な
ど
、
ロ
ン
ド
ン
市
史
関
係
の
諸
書
に
よ
る
。

（
三
）
米
国
で
の
初
期
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
活
動
に
つ
い
て
は
、
（
８
）
厚
２
○
ご
く
》
Ｆ
《
曽
騨
。
壗
匡
画
詞
の
く
ず
之
具
冒
匡
嵐
吾
昌
、
幹
『
①
①
昌
畠
．
印
①
ぐ
．
旨
ａ
．

本
稿
の
準
備
・
執
筆
に
つ
い
て
は
、
信
州
大
学
名
誉
教
授
戸
塚
忠
政
博
士
、
国
立
病
院
医
療
セ
ン
タ
ー
名
誉
院
長
小
山
善
之
博
士
、
聖
路
加
看
護
大
学
学

長
日
野
原
重
明
博
士
、
保
健
同
人
社
会
長
大
渡
順
二
氏
の
談
話
・
執
筆
資
料
に
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
特
に
大
き
か
っ
た
。
ま
た
資
料
利
用
上
の
便
宜
に
つ

い
て
は
、
後
藤
重
弥
博
士
（
朝
日
生
命
健
康
増
進
診
療
所
）
、
松
山
納
教
授
（
国
際
大
学
）
、
菊
池
一
久
氏
（
保
健
同
人
社
）
、
龍
福
義
友
氏
（
東
大
史
料
編

墓
所
）
、
佐
藤
純
一
教
授
（
東
大
教
養
学
部
）
、
桜
井
稔
子
氏
（
松
徳
女
学
院
教
諭
、
松
江
市
）
の
ご
好
意
に
あ
ず
か
っ
た
。
お
名
前
を
記
し
て
以
上
の
方
々

に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。
本
稿
の
一
部
を
発
表
し
た
折
炎
に
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
も
、
こ
こ
で
併
せ
て
感
謝
し
た
い
。
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騨
邑
弓
・
患
爵
．
や
、
（
９
）
ｏ
昌
ｇ
》
昌
局
．
（
ａ
・
）
”
巨
巨
言
嘗
畠
ｏ
函
８
三
〕
日
①
覺
掲
幣
昌
８
ぃ
．
ｚ
９
之
函
○
号
》
ご
認
．
の
中
に
総
説
的
記
述
が
あ

り
、
・
次
の
文
献
の
詳
細
な
紹
介
も
そ
の
一
方
な
い
し
双
方
に
見
ら
れ
る
。
命
）
陸
国
鳥
胃
曹
寿
昏
．
冨
①
弓
。
冒
胃
”
昌
匡
諦
冒
“
．
ｇ
・
・
岳
匡
．
（
、
）

両
○
①
日
①
局
．
二
角
・
目
・
晒
戸
白
涛
ず
い
旨
汽
辱
序
日
○
吋
厨
］
田
巨
口
Ｑ
ｐ
渥
胃
庸
局
々
〕
５
心
印
．
（
岨
）
勺
①
日
①
．
Ｆ
シ
畠
．
①
計
巴
．
”
』
Ｐ
目
・
Ｐ
）
ら
認
．
（
蝿
）
因
島
８
吋
旨
｝
・
号
苞
・
）

ら
お
．
（
皿
）
○
匿
砦
日
脚
目
》
ｒ
Ｆ
ｍ
喝
巨
ロ
国
８
』
昏
閃
８
２
．
筋
〕
ら
ち
．
（
妬
）
冨
○
巨
昌
言
〉
］
・
弓
．
亜
与
丘
・
〕
届
邑
．
（
妬
）
君
①
旨
①
冒
昌
画
旨
》
国
嗣
国
學
、

シ
目
．
』
弔
匡
ロ
国
８
三
〕
）
ら
認
．
（
Ⅳ
）
○
○
斤
旨
〉
員
葛
．
ｇ
學
函
」
．
○
胃
○
口
．
ロ
軍
〕
５
段
．
（
鴫
）
○
○
斤
ロ
》
言
．
員
如
〃
］
◇
Ｐ
目
・
矛
》
ら
忠
．
（
四
）
○
○
斤
ご
》

員
．
詞
叩
国
○
ｍ
凰
冨
一
切
．
］
．
Ｐ
国
・
Ｐ
〕
岳
３
．
（
釦
）
卑
○
ぐ
巨
○
ロ
呉
⑦
巨
匡
農
毎
ｇ
昏
冒
．
シ
昌
○
昌
呉
且
冨
巳
〔
ぢ
ぼ
農
声
の
餌
８
匡
〕
弓
①
駕
冒
頤
四
国
巳
牙
門
ぐ
』
８
ｍ
〉
岳
弓
．

（
四
）
ａ
）
岩
塚
博
士
は
「
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
」
誌
上
の
カ
イ
ザ
ー
施
設
紹
介
記
事
に
惹
か
れ
（
同
所
高
橋
春
雄
前
所
長
に
よ
る
）
つ
て
を

求
め
て
見
学
し
て
、
日
本
Ｍ
Ｅ
学
会
の
集
会
で
紹
介
し
た
。
そ
の
間
の
経
緯
は
、
三
輪
・
岩
塚
「
自
動
化
健
診
の
歴
史
」
（
日
健
診
誌
ｇ
〔
普
喝
ご
当
‐

巨
々
后
鴎
．
の
同
氏
執
筆
部
分
に
詳
し
い
。

（
五
）
人
間
ド
ッ
ク
を
扱
っ
た
医
学
論
文
と
し
て
は
ｚ
）
小
山
善
之
「
総
合
精
密
身
体
検
査
（
人
間
ド
ッ
ク
入
り
）
」
、
ホ
ル
モ
ン
と
臨
床
陣
ご
ゞ
岳
麗
．

が
最
初
。
両
代
議
士
の
入
院
が
昭
和
通
年
で
『
人
間
ド
ッ
ク
」
の
命
名
が
両
氏
に
よ
る
と
の
説
は
、
例
え
ば
以
下
に
見
え
る
。
爵
）
小
山
善
之
ほ
か
「
短

期
入
院
綜
合
検
査
（
い
わ
ゆ
る
人
間
ド
ッ
ク
）
の
臨
床
的
意
義
」
日
内
会
誌
瞳
》
割
．
忌
引
．
風
）
小
山
ほ
か
「
人
間
ド
ッ
ク
の
経
験
と
運
営
」
臨
床
病

理
“
《
喝
？
§
迫
罰
弱
）
小
山
ほ
か
「
人
間
ド
”
〃
ｌ
短
期
入
院
総
合
身
体
検
査
」
公
衆
衛
生
ｇ
》
麗
由
」
忌
段
命
）
坂
口
康
蔵
・
小
山

善
之
「
人
間
ド
ッ
ク
の
由
来
と
そ
の
意
義
」
診
断
と
治
療
お
”
９
Ｆ
駕
民
》
岳
＄
．

（
六
）
俵
氏
に
関
し
て
は
、
分
）
俵
孫
一
・
俵
国
一
『
我
家
の
礎
』
（
一
九
五
二
）
が
、
桜
内
氏
に
は
兎
）
自
伝
『
蒼
天
一
夕
談
』
（
一
九
五
二
）
が
あ

る
。
俵
氏
の
場
合
、
甥
の
子
・
俵
正
治
氏
が
昭
和
通
年
の
東
大
医
学
部
卒
業
で
、
学
位
取
得
後
昭
和
加
年
広
島
で
原
爆
死
し
て
い
る
こ
と
を
、
ま
た
桜
内
氏

の
場
合
は
、
昭
和
巧
年
９
月
最
初
の
脳
卒
中
発
作
を
起
こ
し
た
が
、
こ
の
際
に
は
稲
田
龍
吉
（
東
大
）
・
西
野
忠
次
郎
（
慶
大
）
両
博
士
が
診
察
し
て
い
る

こ
と
を
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
拠
っ
て
補
足
し
て
お
き
た
い
。

（
七
）
伝
染
病
研
究
所
長
宮
川
米
次
教
授
の
近
衛
氏
診
察
の
事
実
は
、
弱
）
東
京
朝
日
新
聞
（
６
月
２
日
付
）
に
よ
る
．
な
お
、
近
衛
氏
同
様
戦
犯
指
名

後
自
決
し
た
橋
田
邦
彦
元
文
相
（
東
大
医
学
部
生
理
学
教
授
）
に
つ
い
て
、
そ
の
入
閣
を
宮
川
教
授
の
推
薦
に
よ
る
と
す
る
関
係
者
が
多
い
。
柿
沼
教
授
の

名
前
は
（
釦
）
細
川
護
貞
『
細
川
日
記
・
下
』
（
一
九
七
九
年
、
中
央
公
論
社
）
に
見
え
る
。

（
八
）
こ
れ
ら
坂
口
博
士
の
挿
話
は
訂
）
岩
田
鎮
・
池
田
正
男
（
編
）
『
坂
口
康
蔵
先
生
の
思
い
出
』
（
一
九
六
二
、
診
断
と
治
療
社
）
に
よ
る
。
同
書

に
坂
口
教
授
の
剖
検
記
録
を
執
筆
し
た
故
三
宅
仁
教
授
（
病
理
学
）
に
よ
れ
ば
、
脳
梗
塞
に
一
致
す
る
病
変
の
ほ
か
、
副
所
見
と
し
て
軽
い
島
性
糖
尿
病
を

思
わ
せ
る
膵
島
の
変
化
と
肺
恥
領
域
の
乾
酪
性
病
変
が
見
ら
れ
た
＄
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（
一
六
）
か
な
ら
ず
し
も
「
ド
ッ
ク
入
り
」
↓
「
人
間
ド
ッ
ク
入
り
」
↓
「
人
間
ド
ッ
ク
」
と
い
う
造
語
順
と
断
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
生
起
の
順

序
を
見
る
と
、
（
知
）
９
国
畠
・
Ｆ
ｓ
筐
甘
①
旨
葛
。
且
の
監
且
に
出
て
く
る
架
空
の
動
物
日
。
鳥
目
畠
の
（
偽
海
亀
）
が
連
想
さ
れ
る
（
こ
れ
は
ま
さ

し
く
、
冒
己
。
唖
。
§
（
海
亀
ス
ー
プ
）
↓
日
。
烏
冒
昌
の
ｍ
ｏ
ｇ
（
に
せ
海
亀
ス
ー
プ
）
ｌ
了
日
。
鼻
白
星
”
（
に
せ
海
亀
）
と
い
う
造
語
で
あ
る
）
。

（
東
芝
中
央
病
院
）

（
一
四
）
（
”
）
尻
目
巨
路
轡
詞
“
》
Ｃ
“
唖
Ｑ
③
ｍ
ｅ
こ
の
呂
邑
９
２
号
の
着
冨
ご
胃
胃
ロ
ぐ
○
房
の
“
・
序
巷
園
蒟
』
届
筐
．
の
第
二
巻
は
佐
藤
民
雄
（
紅
霞
）
の
性
民
俗

の
研
究
を
昏
日
〕
国
．
が
編
集
し
た
大
冊
。
第
一
巻
の
み
河
出
書
房
新
社
な
ど
か
ら
邦
訳
が
出
て
い
る
。

（
一
五
）
（
鍋
）
三
輪
卓
雨
「
『
人
間
ド
ッ
ク
」
の
名
付
け
親
」
日
本
経
済
新
聞
、
昭
和
艶
年
７
月
詔
日
、
文
化
欄
。
（
詔
）
前
出
。
（
調
）
冨
冒
秒
〕
弓
．
“
国
働
‐

亘
、
ｇ
ご
曲
目
Ｑ
自
切
胃
昌
さ
昌
島
ｚ
言
鴨
自
己
○
房
目
旨
］
色
も
凹
邑
．
ｇ
甲
匿
い
曽
田
毘
鼻
四
廼
弓
．
（
嗣
旦
）
”
津
．
○
四
の
訟
旨
国
①
匙
吾
昌
○
昌
蔚
昌
温
．
シ
目
鼻
①
ａ
凹
冒
〕
〕

胃
＠
ｍ
。

（
一
○
）
（
詔
）
三
輪
卓

（
一
己
（
弘
）
川
喜
田

（
一
二
）
（
妬
）
読
売
新

（
一
三
）
こ
の
大
渡
順
一

分
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

（
九
）
日
野
原
重
明
博
士
に
よ
れ
ば
、
橋
本
寛
敏
院
長
は
新
し
い
も
の
を
採
用
す
る
の
に
積
極
的
で
、
米
国
で
の
留
学
先
の
一
つ
メ
イ
ョ
ー
・
ク
リ
’
一
ツ
ク

に
学
ん
で
、
戦
前
か
ら
聖
路
加
国
際
病
院
に
中
検
を
設
け
て
い
た
。
人
間
ド
ッ
ク
発
足
当
時
の
臨
床
病
理
学
関
係
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
（
鑓
）
日
野
原
重

明
「
自
動
化
健
診
の
現
状
と
将
来
の
展
望
」
日
健
診
誌
呼
や
Ｐ
ら
計
．
参
照
。

（
一
○
）
（
詔
）
三
輪
卓
爾
「
人
間
ド
ッ
ク
前
史
考
」
本
誌
韻
》
ご
ｌ
認
》
忌
忍
．

（
二
）
（
弘
）
川
喜
田
愛
郎
名
誉
教
授
の
こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
「
学
士
会
会
報
」
一
九
七
九
年
六
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。

（
一
二
）
（
妬
）
読
売
新
聞
、
昭
和
調
年
９
月
廻
日
、
日
曜
特
集
。
ヘ
ー
ジ
。
連
載
小
説
以
外
は
人
間
ド
ッ
ク
の
記
事
で
あ
る
。

（
一
三
）
こ
の
大
渡
順
二
氏
の
原
稿
は
（
錨
）
同
氏
文
集
Ｉ
『
病
め
る
も
屈
せ
ず
』
（
一
九
八
一
年
、
保
健
同
人
社
）
と
な
っ
た
が
、
こ
こ
に
援
用
し
た
部
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ぬ
く
寺

GenesisofMultiphasicHealthTesting:

London,CaliforniaandTokyo

by

TakUjiMIWA

Theconceptofperiodichealthexaminationswasfirstintroducedinl861byHoraceDobellof、

England.Modernmultiphasichealthtesting,however,wasdevisedandbegantobeperfbrmedmul-

tifbcallyinEngland,theU.S.A.andJapaninthe20thcentury,andeachseemstdhaverunitsown

independentcourseofdevelopment.

ThefirsthalfofthepresentpaperdescribestheactivitiesofthePioneerHealthCentre,Peckham,

LondonfiFomthel920'stothel930's,andthoseofearlierU.S・fbrerunners，especiallyoftheKaiser-

PermanenteMedicalGroupinCalifbrniaafterl950's.

Theemphasisislaidontheirearlydevelopment,andsomeeffbrtsweremadetoclarifywhatcon-

stitutedthecharacteristicsofeachgroup'sactivities,andwhatfactorsrenderedtheseoutstandingachieve-

mentspossible.

Thethirdsectiondealssimilarilywith<ningendokku',or(humandock',Japan'sownsystemofmul-

tiphasichealthtesting. ItsCprehistoric'trialinl937,inwhichtwomembersofparliamentwereeach

hospitalizedfbraboutoneweekinProfbssorSakaguchi'sClinicatTokyolmperialUniversityHospital,

（
園
ｍ
【
）



anditsestablishmentasasysteminl954byDirectorDr.K.SakaguchiandhiscolleaguesatThe

FirstNationalHospitalofTokyo,aredescribed.

Intheconcludingpartofthepaper,theoriginoftheterm@ningendokku',anamenotnecessar-

ilyunanimouslysupportedbythemedicalprofbssionitself;waspursued,utilizingbibliographicaland

lexicalevidences,bothJapaneseandWestern.

（
の
ｍ
［
）

②
副
寸


